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青春の流れをやわらかな光が照らし、厳しい寒さが遠のき、心弾む春を感じる季節となりました。
あす、本校第７６回生142名が、いよいよ卒業の日を迎えます。３年生の保護者の皆様、お子様の

御卒業おめでとうございます。
７６回生が率いた生徒会のスローガンは ONE PIECE 。430の個性が互いに尊重し合い、ジグソー

パズルのように組み合わさることで、一人一人に居場所があると実感できる「一人一人が主役の学
校」を目指して邁進してきました。史上初の二日開催となった附中祭「春」では、創作演技や競技
の中に、彩り豊かな附中生の姿が見られ、閉会後にはちまきを外して解団した後、全員が附中生集
団として結団した姿からは、「一つになる」ことへの並々ならぬ思いが感じられました。附中祭「秋」
合唱フェスティバルで披露した学年曲「大地讃頌」には、互いに支え合う７６回生ならではの一体
感が表れていました。
３年間、校訓「光と力と望みと」の下で、生徒一人一人が自分の持ち味を存分に活かしながら、

成長することができるよう、全職員で力を合わせて生徒たちの支援に最大限努めてまいりました。
中学校生活で得た様々な経験を学びとし、これから、お子様が自らの人生を美しく輝かせることが
できますことをお祈りしています。

３月１０日（火）、校外で活躍した７６回生の生徒を紹介することで、改めて互いのよさを認める
とともに、７７、７８回生が次年度に向けて、新たな一歩を踏み出す機会とすることをねらいとし
て、第３学年生徒による企画・運営の生徒集会が行われました。

青木璃乃さん 西島杏美さん 山村建太さん
ビームライフル ボルダリング 温かくなるシャープペンシル

国スポ第２位 国スポ出場 2024年5月特許取得

小林奈由さんとお母さん 変面師

会場にいた全ての人が笑顔になり、各自のこれからの挑戦を後押ししてくれる時間になりました。
３年生の皆さん、ありがとう！

「感謝を形に」～未来へつなぐ私たちの笑顔～

御卒業おめでとうございます
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小野颯太さん､松下華さん
トロンボーン･サクソフォン

各種コンクールで活躍


